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=会 長 挨拶 =

千環協創立10周年を迎えて

会 長 後 藤 一 郎

本会の創立は、昭和51年 6月 で、環場計量証明事業者の登録制度が実

施された年であります。当初 7事業所で発足いたしましたが、関係各●の

御指導、御協力により発展して参りまして滉在44事業所となりました。

そして本年めでたく10周年を迎えることが出来ましたことは、誠に御同

慶の至りと存じます。

この機会に、関係ご当局の長年に亘る御指導に対し厚く御礼申し上げる

とともに、近隣に先駆け逸速く本会を創立、業界発展の基いを拓かれた先

達に心より故意を表する次第でごぎいます。

本会の目的は、環場計量に関する技術の向上と、適正な環境計量の実施を確保し、また関係諸機関

との連黎を密にし環境計量の正しい発展を計るとあり、もって千葉県の環境保全に寄与するにありま

す。

さて、顧 ,み ますと本会発足当時は、や 落ヽち着きを得たとはいえ、未だ官民挙げて公害対策に取

り組んでいた頃と存 じます。本会々員は、県内の工場、事業場はもとよリフ′―ル ド等を対象として

数多くの環境計量を実施いたしましたが、これらのデータは県内の公害対策等に資するところ、少な

からぬものがあったと考えております。

今日では公害対策の実効著しく、公害の文字は過去のものとなりました。特に千葉県では過去の臨

海工業地帯の造成に伴う公害問題に対して、知事さんを初めとして関係都局が積極的に対応され、こ

の間層の克服と緑豊かな県上の建設を進められておりますが、更に今般「ふるさと千葉環撹ブラン」

を発表されました。この計画は千葉県の長期ビジョンである「 2000年 の千葉県」の目標を環境の

面から実現 しようとするものであり、改めて敬意を表わすと共に、私夫も積極的に御協力を申し上げ

たく存する次第でございます。

今後は、このような環境施策に係る多面的な環境調査への取 り組み、また計画技術の向上ゃ、計測

機器の進歩による検討を要すべき物質の出現、更には、環境計量で培かわれた分析技術が商品開発分

野で求められるなど、多様化の中で本会の目的とする「適正な環境計量の実施」を確保するためには、

一層の研繊と会員相互の情報交換が従来にも増して重要であります。

本会の運営もこれらに沿うものでありますが、とりわけ行政ご当局の通切な御指導を得つ 、ゝ更に
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関係団体との交流と共通事業の推進により、着実な活動を展開して参りたく存する次第でございます。

おわりに本会の一層の発展を祈念してご挨拶と致します。

`し
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祝 辞

千葉県知事 '召  田     :武

千葉県環境測定分析業協議会の創立10周年記念、まことにおめてとう

ございます。

日ごろ、当協議会および会員の皆様には、計量行政をはじめ環麦行政な

ど県政全般にわたり、御協力をいただき深く感謝申し上げます。

顧 りみますと、我が国の経済は高度成長時代から安定成長時代へと推移

してきましたが、最近になって貿易摩擦や円高不況等の問題を生し、景気

の停滞感がみられます。これらの打開策として先端産業の育成や、産業構

´ヽ

造の変革など、より積極

`｀

な工業振興施策が望まれますが、産業経済の発展に比例して、産業公害、

生活公害等、環境の悪化が憂慮されます。このような中で、環策計量証明事業が登録制となり、昭和

51年 6月 登録事業者により、当協議会が設立され、環境測定分析業務の重要性が高まる中で、分析

技術の向上と会員の結束を図って、日夜貢献されてこられたことに対し、深く敬意を表する次第であ

ります。

本県の産業は、近代化された企業を積極的に誘致して、公害防上にも慎重に対処しつつ、調和ある

工業化を進めてまいりました。

この結果、現在の千葉県は、農・漁業から工業までメランスの取れた産業県として大きく飛躍し、

公害の少ない全国有数の県となっております。

しかし、最近の技術革新により、エレクトロ‐タス、 (́イ オテタノロジー、新素材等の先端技術は、

環境に対して新たな公害が発生する可能性も考えられます。今後におきましても、蓄積された技術を

積極的に活用し、環境保全の一層の推進が必要でありますので、皆様方のよリー層の御協力を

'1ら

わり

ますようよろしくお願いを申し上げます。

ご承知のとお り、本県におきましては、21世紀に向けての千葉県づくりの長期ビジョンとして、

「 2000年 の千葉県」を策定 しました。この「 2000年 の千葉県」 ,こ 基づき、「房総新時代への

出発」をスローガンに「ふるさと千葉 5か年計画」を、 61年度を初年度にスタートしたのでありま

%

この計画は、 6つの柱を基本としておりますが、環境の保全施策については、社会経済活動の変遷

による時代の要請と、県民が健康で快邁な生活を安心して営むために、昭和 60年度に策定した「ふる
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さと千葉環境プラヵ に基づき、各種計画や施策の立案に当って、環夏への総合わ配慮を行うための指

針として活用を図っていくとともに、事業の実施に当っては、環壕影響評価制度の運用により、良好

な環境を確保していきたいと考えております。

環境問題は、各種施策を講 じてきた結果、全般的には改善されてきてお りますが、今日においては、

複雑多様化しており単に個別的対策では解決し得ない問題が多いものと考えられます。

そのような中で、当協議会におきましても、記念すべき 10周年を機に、適正な環埼計量の確保を

図りつつ、社会環境の浄化及び保全推進に貢献され、ますます御発展されますことを祈念して祝辞と

いたします。
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創立10周年を祝って

千葉市環境部長 西 円 英 二

御紹介いた きゞました千葉市環撹部長、西口でございます。市町村代表

ということで誠に僣越ではございますがお許しをいた ゞきたいと存 じます。

本口ここに千葉県環境測定分析業協議会創立十周年記念式典が挙行され

るに当り、一言御祝辞を申し上げます。

御承知の通 ワ最近の環境保全の状況は、一部を除きまして全般的に改善

の傾向が見られます。この 10年間をふ り返りますと、深刻な環攪汚染を

背景として、わが国では諸外国にも例を見ないすぐれた環境保全技術の樹

“

、

^、

立、組織面での整備など環境「o]題 を行政の最重要課題として対処し、基準の強化、監視体制の充実な

ど各種の環境対策を総合的に実施して参 ,ま した。この間における会員の皆様方の御努力の賜が今日

につながっているわけで、その多大の御尽力に深く故意を表しております。

本協議会が環擁行政推進の要ともいうべき環境計量技術の向上と計量の適■化を日的として設立さ

れ、県 .市町村における公害防止対策や、環境保全対策の推進に多大の貢献をされたことに対しまし

て、ここに改めて御礼を申し上げる次第でございます。

今後の環埼行政にはよリー層の環境保全の徹底、快適な環壕つく,な ど更に質の高い環境を確保し

てゆくことが必要であると常日頃考えております。

本協議会におかれましても、ひき続き環境行政の推進に御協力をお願い中し上げますと共に本日の

記念式典を契機として益 の々御発展と御繁栄をお祈り致しまして簡単ではございますが、祝辞とさせ

ていたゞきます。本日は誠におめてとうごぎいます。
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祝 辞

(社 )日 本環境測定分析協会

常務理事 風 間 行 雄
.千

葉県環境測定分析協議会創立 10周年おめでとうございます。早いも

ので 県単を設立したと聞いたのがつい此の間のように思われます。 あれ

.か らもう10年を経過したことになります。この 10年の間に全国各地で

_相次いで県単が設立され、現在、 29都道府県に及びその事業数の合計は
ヘ

へ   ^

800と なります。各県単毎の活動はまちまちではありますが、いずれも

地域に密着した特色を持ったものと承っております。

環境計量証明事業の分野には、環境アセスメントのように全国的な行動

範囲を持つものを除けば一般には事業所の所在する地域における受注活動が主体であります。また、

行政に関する県、市、町等からの情報収集も必要な課題であります。更に同業者同志の話 し合いの場

所を得るための連携も必要です。このようなことから、事業者同志の連携活動を一層意議あらしめる

ために県単が誕生し、地域に根をおろした活動が展開されているものと思われます。

一方、中央組織である日環協は48年 11月 に設立されて 12年 を経過し、環境計量に関する技術

彙団として関係官公庁より極めて高い評価を受けてお ります。特に通商産業省の委託事業であるJI

S政正案の作成やJIS改 正点を分 り易くするためのマニ_ア ル作成、また、測定分析技術習得に役

立つ共同実験等を実施してまい りました。更に環境庁からも大気や水質の測定分析に関する種々の調

査研究の委託も受けております。計量証明事業関係では標準工数の見直しや、これに伴麹 算資料 (

大気、水質)を作成し、会員名簿を付記して広く全国地方自治体に至るまで配付し、また、建設物価

等への掲載も積極的に行うべく、 10月 末を目途に具体的計画を進めております。更に本年度は優良

事業所認定制度を11月 より実施することにいたしました。

このような事業活動の実績を踏まえて、広く会員各位が夫 の々分野において、夫々の立場から十分

にメリ,卜 を生み出すように活用されることを望んでいる次第であります。

日環協は中央組織、県単は地方組織ということで、その意図する基本的な考え方には相違はないわ

けです。 どうぞ、今後はお互いの連係を―層密にしていきたいと思っております。日環協を十分ご利

用下さい。当方では研修会、講演会等で県単と共催可能なものはできるだけ実現 していく方向で進め

ますのでよろしくお願い中し上げます。

この業界を取巻 く経営環鏡は、日高、 ドル安のため景気は停帯気味で、極めて厳しい状況にあると
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いえます。県単の皆々様には夫 大々変にご苦労のこととお察し中し上げます。どうぞこのような現状

を夫々の持ち味を活かして乗りきられますような念して祝辞といたします。

t

Q

-8-



千環協創立10周年記念式典報告
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千葉県環観測定分析業協議会の創立 10周年を祝して 10月 24日 、千葉県自治会館において、記

全式央並びに祝賀会を盛大に挙行した。

本協議会は昭和 51年 6月、「環境計量に関する技術の向上と適正な環境計量の実施を確保するこ

と」をスローガンとして、各種事業を実施 し、針せて関係諸機関との連携を密にしつつ、千葉県の公

害対策並びに環境保全に寄与することを目的として、環境計量証明事業の登録を千葉県知事に行‐,た

事業所を構成会員として、設立された団体である。

その後今日までの間、関係話機関の御指導と全会員の発展のための不断の努力によって、社会的地

位も向上し、現在、構成会員は 44事業所に増大した。

式奥には沼口武千葉県知事、千葉県商工労働部、環境部、計量検定所をはじめ、関係市町・団体等

から多数の方々が臨席され、また会員多数の参加のもとに茂本当協会副会長の式典開会挨拶で開会し

た。後藤―郎会長からの式辞の後、沼日武千葉県知事、西日英二千葉市環境部長、並びに、関係団体

を代表して風間行雄曰沐環詭測定分析協会常務理事から祝辞を頂戴した。

引き続き.当 協議会の設立・運首にR力 されたOBの方々の会長表彰、及び、記念品の贈皇が行われ

た。

記念講演は「公害の発生事例をめぐるいくつかの問題点」という演題で大八本義彦千葉大学名誉教

授か らの議演を拝聴 した。

祝賀会は茂木副会長の検り、栗山晃太郎当協会第二代会長による乾杯の音頭で始まり、発展への道

を歩んだ此の10年を返り見て懇親を深めると共に、今後の当業界の発展のための和やかな懇談が行

われた。

最後に・藤平泰万前会長の手じめにより、千環協にとって記念すべき日が終わ り、そして輝かしい

将来への第一歩が踏み出された。
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10周年記念式典風景

1 `ヽ

●  ・ ｀

後 藤 会 長 あ い さ つ

沼 田 県 知 事 祝 辞
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西 日 千 葉 市 環 境 部 長 祝 辞

表 彰 状 授 与
`代
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演題  「公害の発生事例をめぐるいくつかの問題点」

。 つ

ユ Fミ 言

千葉大学名誉教授 大 八 本  義  彦

1.前 がき

昭和20年代の後半からやかましく議論されるようになった「公害」

と言われる社会問題を、分析化学を中心として解明しようとする動き

は、森永の砒素 ミルタ事件と言われる問題からはっき
'と

した姿をあ

らわすようになった。

これよ,さ き、演者は昭和 20～ 21年に北海道大学応用電気研究

所の東健―教授のもとで結合水 (Bound WatCr)の 研究を始め、

これが同医学部病理学教室との共同研究によって「てんかん」や「むくみ」の解釈に大きく貢献す

ることを発見した。

この問題はまだ公害には結びつかなかったが、生体を分析の試料とすることに大きな興味を抱い

た。当時まだ生体を分析の対象とすることは、殆んど行われていなかったのである。また演著は昭

和 11年～ 14年に東大理学部化学教室に在学中、柴田雄次教授の御指導によって分光器の操作を

おぼえ、これが今日に至るまで演者が光分析を離れられない大きなよりどころとなっている。分光

の方法を生体分析への指向に結びつけたのが、昭和 24年以降の東京教育大学理学部化学教室およ

び壼応義塾大学医学部での研究である。当時はまた今日の臨床検査というものも全くない時べであ

っためヽ 演者は医者の同僚とともに、当時最も恐るべき病気であった結核の研究に分光器による発

売分光分析で挑んだ。このとき結核憲者の喀痰、血液、組織や石灰化業などの分光分析によって、

Na.K,Ca,Mgの 措抗の関係と病気の経過、治癒への診断の裏づけなどをつかみ、このような分

析の大きな意義をさとった。

ちょうどその頃、東京都板橋区の印序1工場で植字工が鉛中毒にかかった。その人が歯槽濃潟のた

め抜いた歯を発光分光分析にかけ、鉛を確認して中毒を決定したが、それに重なるようにして前述

の砒素 ミルタ事件がおこり、演者はその分析を裁判所から依頼されたのであった。公害と呼ぶこと

のできる社会問題は古くは足尾の鉱毒事件あた ,から発しているが、われわれのイヽ・中学生の頃の

よ科書には黒煙が
'蒙

々と煙突から吐き出されている大阪市の写真などが、市の活気ある社会生活を

●晨しているものとして掲げられており、それの害を云 す々る気配などなかったのである。
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ところが戦後の低迷状態が朝鮮戦争によって破れはじめて以来、工業化が進むことに比例して容

易ならぬ害毒が市民生活の上に襲いかかってくることがわかり、一一般市民もこのままに過してはい

られないと考え始めた、その矢先きに砒素 ミルク事件が起こったのである。

乳児に与える紛 ミルタ|こ砒素が入っていたため、大きな被害が生 じたこの事件につき、どこから

砒素が混入したかを明らかにすべき任務を託された演者は、紛 ミルタの製造過程で安定化のために

加えるツン酸ナ トリウムが工業薬品だちたことを聞き、原料の リン鉱石から砒素が混入しており、

それが遼中の精製などの過程では除去されなかったものと考え、鉱石からリン酸が抽出されて ,ン

酸ナ トリウムがつくられ、 さらに枡 ルヾクに用いられる経路のすべての試料につき発光分光分析を

適用した。その結果はぅきつと砒薬の輝線があらわれることを認め、内標準法による発光定量と、

'ン
モリブデン酸法による吸光光度定量とを行って裁判所に報告を提出した。

この結果は同時に分析を担当された阪大理学部の撻口竜太郎教授および慶応議塾大学業化学研究

所の上口武雄教授の報告によっても裏付けられたので、演者としても大きな自信を得たのであった。

2 森永の砒素 tル ″事件

& 吸光分析とフレーム分析

装置の面ではこの前後に分光光度計が開発され、米国のBcckman社 のDU型分光光度計をい

ち早く導入した東京教育大と慶応義塾大学医学部とで、演者は幸運にも両研究室とも分光度計を利

用できるようになった。そこで吸光分析については教育大を、フレーム分析については慶大医学部

を中心として研究した。吸光光度定量法では発色反応を片っぱしからたしかめていき、一方フレー

ム分析でアルカツ元素のみならず重金属元素へも酸水素フレームを用いて研究を進めていった。

演者のみでなく
',召

和 20年代後半以来のこの頃に分光光度計を扱った者は、この新らしい装置の

可能性の高さに興奮して研究に打ちこんだものである。

これを利用して、いわゅる公害の対象となる物質をしらべていくと、実に容易に定量などを行 う

ことができ、それ以前の研究にくらべて、まことに隔世の感があった。吸光分析とフレーム分析と

に、以前から使い馴れた発光分光分析を併せて行えば、天下に恐れるべきものはないとまで思った

ものである。

4 水俣病への対処と地理的な考察

昭和 20年代の後半、 ミネラル入 リビタミン剤と呼ばれるものが流行し、これに並行して強力水

虫案 という名のメチル水銀剤の塗布葉が各製薬会社から発売されて、真菌類にもとづ く木虫やタム

-16-
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ンの治療に著しい効果をあげた。一方メチル水銀剤は稲のイモチ病の特効農薬なので、紛剤などと

_て 広く用いられていた。 ところがこの強力水虫案をタムシの治療に用いた新潟の息者が、タムシ

=き
れいに治ったものの約 1カ 月後に死亡 してしまい、その患者の脳髄や臓器などが東大医学部病

三=ユ室に送 られ、当時の斎藤守助教授 (演者の1日 制第八高等学校時代の規友)の 手に入った。こ

■よりさき、 ョーロ,大で水銀農薬の中毒者が示した′ヽンター・ ラ,セ ル症候群 C野狭窄と各種

つ■径‐症状)の ことは斎藤氏もよく知っていたので、当方の患者も′ヽンター・ラッセル症候群を示

したことと、同患者が有鶴水銀剤を含む軟青を使用したことから、思著遺体の脳饉や臓器各部位に

含まれる水銀の分析を演者に依頼して来た。その定量分析はツチソンによる吸光光度定量法 (Fig

-1)`こ よったが、その結果によって作成した水銀含有量の分布図は、病理学的所見及び予想と見

事に一致し、その息者が有援水銀剤によぅて脳範を侵され、′ヽンター・ラッセル症侯群を示しつつ

死去したことが明らかになったのである。

Sili_‐d
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(0卜y,,'1“ 。)

* Fig-1  分解装置

水侯病ははじめ水俣奇病の名のもとに熊沐県水俣地方で発見され、昭和30年代になって俄かに

基大する気配を示した。患者の最初の発見者は新日窒病院院長の細川―氏で、水俣保健所長伊藤蓮

夫氏とともに患者を抱いて熊本大学医学部へ行き、この奇病の研究を委ねたが、その結果奇病の息

者が´`ンター・ラッセル症候群を示していることから有機水銀中毒ではないかと考えられ、水銀化

キ 1979(昭 54)4月 、´ヽワイでの日米化学会合同年会のさいに用いたスライドの原本
なので、すべて英文である。以 下のスライド原本も同様。
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合物の触媒を用いてアセチレンからアセ トアルデヒド、塩化ビ‐―ルや酢酸ビニールなどを合成し

ていた新曰窒水俣工場の廃水中に、有機水銀化合物が入っているのではないかということになった。

細川氏は直ちに工場廃水を猫に与ぇて動物実験した結果として水俣病の発症に成功したし、熊本人

学では有機水銀化合物の廃水中での検出をめざして努力を竜ねていた。

演者は斎藤助教授らと共に昭和 34年 12月 にます熊本大学を訪れ、喜田村教授らにお会いした上、

熊本大学の着手の方と共に水優に入 り、細川、伊藤両氏と連絡しつつ、ます演者が分析すべき試料

としての魚・貝・ えび・かに・港や湾の底質上 (ヘ ドロ)を入手すべく努力を重ねた。その時書口

村教授が患者を発見する方法をお者に問われ、それに対して頭髪を分析して水銀を定量したらよい

だろうということを提案した。これは毛髪がのびることは一種の排泄作用であり、皮 ドの毛細血管

から栄養分をとるさいに、頭髪の崚分タンパク質と,ラ チン中の硫黄と親和力の高い規鉤元素であ

る水銀や鉛を毛髪中にとりこむと考えたからである。これはその後水俣での新らしい思者の発見に

役立ち、大いに面目を施した。水俣病関係の研究結果は論文発表をさし控えていたので、この研究

についても論文をつくることができなかったが、演者向身はこれで充分な満えを覚えている。

H‐ C=C‐ H+H・ °F筆 ま
H

Ho Cl,
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Fig-2

さてこの第 1回 の採取行以後、しばしば水俣で試料を採取し、その水銀量の定量を行い整理 した

結果、演者としては工場廃水中において無機水銀から有機水銀化今物がつくられていく過程では、

おそらく排水溝や水俣港・水俣湾の底質土の中の硫黄分や硫黄パクテツアが

'介
しており、これが

Fig-2 のごとく水底の底質■中から動物性プランタトンに入り、エビ・カニ・貝類あるいは魚
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の体内に移り、 とくに臓器に濃縮された上で鳥や猫あるいは人間に捕食されて発

のと考えた。参考までに昭和34〈 1959)年 12月 の採集時に得た底質土の分析値

ig-3の ごとくである。
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Fig-3

る息者の分布はFig-4の 黒点のごとくで、水俣湾の東南部に集中し、

とれた魚介類の捕食が原因であることを示す。その後廃水の水僕湾への放流を止め、湾内

してから息者の発生は´`っ夕
'■

ったが、昭和 33(1958)年 から北側の水俣

ら、今度は川口刊近から北方に患者が発生している (Fig-5)。 そしてこれら

NIHの L.T.Kuriandに よる1960年 の発表のごとく、工場におけ

=― ルの年間+産量のカープと見 事に一致 しているのである。 (F ig-6)
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水俣病については、地理的な環境の様相が極めて重大な影響を持っていることが明らかである。

上記の放漉位置の問題、息著が水俣湾南東部の月の浦、出月、湯堂、茂堂に多発 し、のちさらに不

知火海 (八代海)対岸の天草下島地区にも発生したことは、北羊球における海流の方向すなわち時

計方向に流れる海流に廃液が乗って拡散したものと考えれば解釈できる。

このように先ず地図をよく眺めて全体を把握し、次いで現地を克明に視察することが、環境汚染

の様相を明らかにするために最も重要であることがわかる。この陛験はその後の新潟県における第

2水俣病、即ち阿賀野
"|の

河口付近における患者の発生にさいして、完全に生かすことができたと

思うのである。

5 原子吸光分析

原子吸光分析については既に各位が知悉して岩られる箸なので、事新らしく説明を加える必要は

ないであろう。

この新らしい分析法は昭和 30(1955)年 にオーストラリアのWalsh とォラングの

Al kemade によって殆んど同時に、 しかも別僣に始められた。演者はSpectrOchimica

Acta に発表されたWalsh の論文を読んだ頃、ちょうどフレーム分析を手がけていたので、
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早逮Beckmann 分光光度計に東芝のナトリウムランプをセットして、ナトリウムの原子吸収

(約 3年後に演者が原子吸光と名づけたが)を測ってみたけれども、始めは光源や噴霧器などが適

切にセ,卜 できず、よい結果が得られなかった。最初の発表は、昭和34(1959)年 秋に行ぅ

た。ちょうど水俣病に触れはじめた頃だったので水銀ランプを用いて水銀の分析を行ったが、フレ

ーム法なので低感度である。ところがマ′ネツウムの分析を行ってみて、その高感度に眼をみはっ

た。これは日立製作所のScientiFic l nst ruinent News〈 1963)に 投稿したが、

その頃からいろいろな中央陰極ランプも大手できるようになったので、公害元素と言われる各種重

金属元素の分析を試みると、感度もさることながら、その定量分析としての再現性のよさに、す0

かり感心してしまった。これは従来の分析値の総書き換えを要求されるのではないかと考えたが、

実際に後に述べるクラータ数などは、原子吸光の出現でかなりの部分が書きかえられてしまった。

また原子吸光法によって公害の現象のうち少くとも重金属元素の汚染の分析は数年間で長足の進

歩をとげ、公害と環境汚染の問題は原子吸光装置の発達によって、一そう深く掘 ,さ げられること

となった。環境汚染という言葉も、環境化学という分野も、実に原子吸光とともに脚光を浴びるよ

うになったと言っても週言ではない。

定量分析において再現性がよいことは、原子吸光が吸光の現象である故に、 ランベル ト・ベー

ルの法則のもとに置かれているから当然である。 しかし原子吸光の感度はいくつかの元素において

はまだ低いものがあった。この行きづまりを破ったのがソ連のじvovに よるフレームレス法であ

り、さらに水銀のフレームレス法や、砒素・アンチモンなどの水素化物法が出た。

水銀の分析はこのフレームレス法によって一挙に数百倍も感度が上り、再現性もよく、現在では

逆にすべての元素の内で、水銀が最も感度の高い元素の一つとなった。水俣病の頃にこの方法があ

ったら、いかばかり容易に原因をつきとめられたことであろうか。それによって患者の発生を防ぐ

方策を、ずっと早く立てることができたであろう。その後のいろいうな環境汚染の例について考え

る度に、水銀のフレームレス原子吸光分析が、 10年早く生まれていたらと、演者は残念でたまら

ない。

F●

C 地球化学的な考察

さきに砒素ミルタ事件について述べたときに、 リン酸が燐灰石 (apat ite)か ら抽出されて ,

ン醸ナトツウムヘ導びかれるさい、嬌灰石の中に始めから砒素が入っていて、これが途中の精製過

程でとり去られていなかったと考えたことを記した。 リンと砒素とは同期律表で同じ第V族 6に 属

し、しかも■下にならんでいる。■ってリン酸は砒酸とよく性質が似ているため、その塩類が鉱物

を形曖している場合でも、 リン酸のかわりに砒酸が一部分を置換し得る。但し鉱笏であるから結晶
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格子の大きさなどは厳重に決まっているので、無制限に置換し鴛るのではなく、置換比はごく小さ

い。従ってふつうの再結品の過程などでは果物として排除されにくい。しかし逆に見れば、 リンの

原子詢■素の原子によって置栞されているのであるから、いくら置換比が小さかろうと、砒素は親

銅元素として、生体内の硫黄に親和性を示し、生体内に蓄積して有毒な作用を呈するのである。

これよりもさらに地球化学的に大きな関心をそそられたのはイタイイタイ病の場合である。富山

県の神通川下流、日本海に近い平野地域に発生したイタイイタイ病は、上流の神岡鉱山の正鉛やカ

ド ウヾムを含む廃水が流れこんで水田を汚染し、その地域の米を食べた農民、ことに年配の女性が

被害をうけることになった。この病気にはその地域の患者の病態をよく知った荻野医師の努力が実

って、原因はカドミウム中毒であると明らかにされた。水俣病のあとに新らしい公害病として発生

したので、と会的にも大きなセンセーションをまき起こしたが、この頃は原子吸光分析法が確立し、

しかもたまたまカ ドヾウムは亜鉛とともに最も高感度の元素であったから、原因の究明も比較的短

い年月のうちにできたわけである。演著自身としてはカドミウムの原子吸光分析にあたり、その共

鳴線 22&8 nm が、塩分とくに塩化ナ トリウムを合む試料溶液を取扱うとき著しく高い吸光度

を示すことを知り、島津製作所の真壁・川崎・川島氏 らとの連名で分光研究 (1970)に 発表し

た思い出を持つ。これは原子吸光分析においてパッタグランドに注日し、その補正まで考えたごと

く初期の研究となった。

一方医療の方では金沢大学医学部などの努力で、息者に大量のカルシウム剤の投与が行われたと

ころ、さしもの激痛が著しく軽減し、骨の変形や骨接をおこしやすいこの病気も、骨の病気にはカ

ルシウムを与えるという常識 (医者の常識だとのこと)通 りの効果をあげた。

これについて演者は地球化学において、鉱物中の一元素が他の元素で置換されるとき、さきに述

べた ,ン と砒素のごとく同族元素であるとい う場合よりも、はるかに置換の可能性の高い、地球化

学的擬装 (Ce ochcinica l camoufiage)に よって、

Fig-7の ごとくCa  イオンめヽ 一種の鉱物と考えてよ

い骨の成分
'ン

酸カルシウムのCa2+ イオンを置換してイ
_I

タイイタイ病を抱こすが、 Ca・   イオンを投与すれば骨の
。■

中のCa‐  をおいだすという、全くの平衝関係に基く現象で

あることに注目した。この現象においてCa2+イ ォンはCa2+

イオンと同じく2価の陽イオンであり、イオン半径が2%し

■
.

ta
+ ―→ ，

ａ
+

C

イオン半径
Q09A

イ オ

097A

Fig-7
地球化学的擬装

ツ ン 酸
カルシウム

かちがわなレヽ。イオン半径においての 2%の差は測定誤差とも言える程度である。従ってCa2+lま

全く容易にCa‐  イオンを追い出して骨の ソン酸カルシウムの結晶格子内に入
'こ

むので置換比は

著しく高まる。そしてCa‐ イオンはイオン半径においてCa´
.イ

ォンよりも僅かに小さいので、
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薔品格子にひずみや縮容を生じ、これが痛みとなるものと思われる。イタイイタイ病が、好娠r出

産・授乳の経験をもつ中年の女性に多くおこったことも、それらの女性がカルシウムの欠乏を来た

していたためと考えればよく説明ができよう。Ca2+イ オンの投,に よって痛みが軽減したのは、

このようにCa丼 が入る方へ平策が傾いていたのを、Ca十 イオンの増加によぅて平衡をC∫
+側

に動かしたため、結品格子のひずみが抜復しようとしているからだと考えることができるのである。

これらの事実は地球化学的な考察が環境問題の解釈に大きく役立つことを示している。

7 元素の存在比と月期律

われわれの生活と社会は地球から離れることができない。従って環境なるものも、地表における

われわれの周辺において互いに関連し合っている部分をさしている。ただその範囲がどんどん拡大

して行って、地球規模で考えなければならなくなっていることも確かである。

Ta ble l.ク ラータ致表〈贅書l嚢首を1資」
0ヽイ

"お
よぅ

F●

「
●

―
′

葎 i 号
元素 , r- r* 多さ

の順 番 号

原 子
元 素 クラーク数

多さ
の順

原子
番号

元 素 ,r-r& 多さ
の順

8

14
13
26
20
11
19
12

1

22
17
25
15

6

16
7

9

37
56
40
24
38
23
28
29
74

3

58
27
50

O
Si
Al
Fc
Ca
Na
K
Mg
H
Hi
Cl
Mn
P
C
S
N
F
Rb
Ba
Zr
Cr
Sr
V
Ni
Cu
W
Li
Cc
Co
Sn

1
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10
1 1

12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
2 2

23
24
25
26
27
28
29
30

30
39
60
41
57
82
42
90
3]
73

5

55
32
62
64
35

4

59
33
21
72
66
92
18
70
68
67
63
65
71

Zn
Y
Nd
Nb
La
Pb
Mo
Th
Ca
Ta
B
Cs
Ce
Sm
Cd
Br
Be
Pr
As
Sc
Hf
Dy
U
Ar
Yb
Er
Ho
Eu
Tb
Lu

31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
4 2

43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
5 4

55
56
57
58
59
60

51
48
81
53
80
69
83
49
4'
34
46

2

44
78
79
10
76
52
45
77
75
36
54
88
91
89
84
86
93
94

495
258
756=
470ふ
3391=
263_
240 1

19,ユ
087 IXtO -

l^10 _

l^lO _

Sb
Cd
Tl

5× lo
5× 10
3)〈 10

3× 10

Hg
Tu
Bi
ln
Ag
Se
Pd
He
Ru
Pt
Au
Ne
Os
Te
Rh
lr
Rc
Kr
Xe
Ra
Pa
Ac
Po
Rn
NP
Pu

61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
7 4
75
76
77
78
7 9
80
81
8 2
83
84
85
86
8'
38
8 9
90

5

Ь

■

5

046
019
α09
008
008
006
α03
003
003
0023
002
002
α02
0015
001
001

2)×〈10 5
2Xl「 °

2× 10 
°

1:|く lo 5
1× 1「

°

1× lo 5
1× 1(「 `
8× lo .
5× 101
5>(10 

′

5Xl″

`
5× 10‐
3>(lo  

′

2× 1「
′

1× lo′
1× 1「 :

l× 10‐
′

2〉く10 
°

3× 1「
ン

1`X10'°
9× 1「 '1

4× l「
1・

4〉く10 ・
1× l「 '°

1× l『
|°

1× l「
す°

ゞ

0

|

|

ゞ

慌
●:,

|
6X10 ,

6× l「
=

45× 1『
`

4× l,る

4× 1『 =

-23-



そこでこれまで述べてきた環境汚染を、,G素 の関連する面だけから見ようとする場合、地表付近

において如何なる元素が、どんな割合で分布しているかを、まずクラータ数表で見ることにしよう

(Tabie l)。  Ciarke nmnber というものは1920年代初めころの分析値に基い

ているので、今日としてはいかにも古レヽ。そこで近年になっていろいろな研究者による数値が発表

され改良された。とくに前に逃べたように原子吸光分析が行われるようになってから、マグネシウ

ムやI鉛などの量が、クラーク数のつくられた頃よりもずっと高いことがわかった。そのうちの一

つがTable 2に示したTaylorの表である。また逆に言えば「個々の数値はかなり異っても、

今体のならび方は殆んど変っていないこともわかる。

Tablc 2 1964年 のTAYLORの 数値による地殻中の元素分布順●
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これらをくらべたときに感じるのは、地表にある万物は無生物か ら生物に至るまで、実に筐かな

たかだか20種類くらいの存在量の多い元素が組み合わされてできていること、つまり元素の存在

量は偏っていること、生物は他大体からとびこんで来たものではなく、地表に多量に存在する元素

から形づくられたものが進化して今日に至っていること、生物体の場合には、存在の順位が下の方

にある元素も、実際には金属酵素などとして徴量ながら大切な役割を果たしていること、拡物の世

界でも微量元素が特に存在しており、地表にあるものにはいつも全元素が偏りながらも含まれてい

ることなどである。

このさい、例として公害をおこし得る元素の存在量をTabic &にならべてみる。

Table 3 "鉛  鉛・カドミウム・水銀
に ,́ヽて効 殻上皮中の存在豊

Clarke 0920ヽ )

Zn

Pb

Cd

Hg

15

o5

a2

Taylor 0960

125

o08

60 ppm

15

01

003 009

Ч′cdcpohl(1967)

p rln

Lariiner 097D

これ らについて .カ ド:ウ ムを 1と して存在比 を求める と、

Zn:Pb:Cd:Hg ‐   80:  30 : 1 : 04  Clarke

‐   350 :  625 : 1 : 04   ´ray10r

‐  600 : 150  : l : 03  WedcpOhl

母集団のとりかたによって、これらの存在比を使い分ければならないが、ここに注意すべきこと

は、月期律表の上での同族で、しかも上下にならぶカドヾウムと水銀の比は、どの測定者において

も1:03～ 04ではぼ一定していることであり、亜鉛と鉛も数百から数十として、極めて大まか

でlまあるめヽ 定められた存在比をなしていることである。

4種の元素の存在比がほぼこの比にあてはまるということは、絶対量の問題とは別に、工しい環

麦条件が成立しているかどうかを判断する目安を与えていることになるであろう。

このようにして種々な死素間の存在比は非常に電要なものであり、分析値によって汚染があるか

どうかを判定するよりどころとなるものである。

ふつう、単一元素のみで考えるときには、平常値の 10倍量以上を汚染としている。しかしわれ

われの周囲の環境が汚染された状態にあるかどうかは、存在比を求めてみなければわかるものでは

なく、存在比が保たれわよ量的にある程度多くても汚染とは言えないめヽ 反対に量的には少くても、
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存在比が逆転 しているよ うな場合には明らかに汚染があると言わなければならないのである。

ゴールドツ● ,ヾ卜 による元素の分類Table 4

0  1●   :●  1ヽ  lb ib

ｎ
一一
一
ヽ
一

もヽ ■ヽ tt lt l. ,. tr ir !l.

IM.o。 ld,`b“ idt l,23

1■ ,■元素 At面 o,til● ●Lm●●:●

椰‖l■石元棗 L::LoPl:1● ●1● m● ol■

蒻 "断
素 Sidで

'。 Pb・・1・m¨し

「ヽ
・●飼元素 Ch・ lkoPh‖・。l・ m・・t'

砲に ,生元栞 B:。 PЫ l。 ●1●

“
●●t,を 考えら. C)と ら わヽ せたえキ、

最後に地球化学的に見た各元素の性格を、Table 4 に不した。スイスの地球化学者V.M.

c01dschmidtが 1923年に分類した 5種類に、元素を分けて周嬌律表上に示したものであ

る。

この表とききのクラーク又はテイラーの表 とならべて見ると、いろいろ重要なことがわかる。例

えば続銅元素は硫黄に大きな親和力をもつ元素であるが、いわゆる公害を与える規玉のような几素

は皆規銅元素である。叉それらは原子吸光分析において感度が高い。規鉄元素は酸素との親和力が

親銅元素よりは高いので、原子吸光では高温のフレーム又は還元性のフレームを用いて分析する方

が感度が高まるものであるが、公害を与える程度はや 弱ゝいこと、規石元栞は酸素との親和力は一

そう高いので、原子吸光では一酸化二窒素―アセチレンのような高温高還元性のフレームを用いな

いと分析困難な元素が多いが、公害を与える可能性は一番小さいことなどがわかる。

規生元素については、親石元素に属する元素でます生物体のからだがつくられ、そこへ規銅、親

鉄元素が金属酵素などとしてちりばめられているのだと思えば、全くその機構、■いに相寄 り相助

けて地球上に共存している様相が理解でき、これらの諸元素の存在比を■わせるような、環境汚染

は絶対におこってはならないのだということを、理解 して頂けるであろう。
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前 沢 辰 雄 (初代会長)

月日のたつのは早いもので、千環協も創立―十周年を迎えることになりましたがヽ このときに当って、

何の功績もない私まで感謝状をいただいて御礼を申し上げます。

私は,6来千葉県庁に長く奉職していましたが、定年とともに現在の千葉フアインケミカルという会

社に入社しました。■事はといえば、公害関係の分析で、スは県の農業試験場、工業試験場に務めて

いた関係で、民間から分析依頼のあることはよく知っていましたが、分析という仕事が営業として成

りたつのには、始めは奇異に感 じました。これというのも、ご承知の昭和45年、公害に関する国会

で、関係法律が整備され、分析の必要が大きく創出されたからで、このことに着 日した化学分析施設

や人員を有する会社の中から、これに対応 しようとするものが出てきたわけです。

わが千葉フアインでも事業の一部門として公害分析を取り上げ、財団法人の認可をもらい、千葉県

環壕技術センターとして業務を開始しました。昭和48年秋のことです。当時は同業者も少なく、ほ

とんど関心を持っていませんでしたが、この年永山環境ヽ学 (そのころは大水浄水)の永山さんが来

訪されて、始めて同業者にお会いしたのでした。それから東京化学分析の森木さんや、コントロール

センターの松尾さんなどともお近づきになり、お互い同業者として親ぼくをはかり、情報交換をしま

しようということで、時折りの会合を重ねました。これがそもそもの千環協結成の芽生えというもの

でした。

その後次第に環境公害に対する世 I・5の関心が高くなり、分析の需要も増え、分析数値の正確さが要

求されるようになって、今まで自由であった事業者の開業に、法的措置が講ぜられるという暉が流れ

ました。昭和 49年にはこれが真実となり、計量法の一部改正によって規制されることになりました。

開業の条件の中で、私たちに特に関心の寄せられたのは環境計電士の存在が必要ということです。そ

のための国家試験がある。これに合格しなければ南売ができないというので、半年ばかり勉強に励ん

でなんとか通過 し、知事の事業登録ができました。

こうして計量法に基づ く正規の事業者ができてきたので、集って団体を結成しようということにな

り、 51年の6月 に創立総会を開催する運びになりました。代表幹事には不肖小生が、副代表幹事に

は森本、永山の両氏にお願いして、県議会副議長の村上先生を始め、多くの来贅の参集をいただいて、

盛大に式を挙行しました。

協議会発足後は、趣意書にもあるように、環麦測定分析に関する調査研究、技術者の育成、行政に

対する積極的協力などを中心に、事業計画に基づいて活動を進めました。しかしながら会の構成メン
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バーがいかにも少なかった。発足時には僅か 7社でしたが、もぅとも県内事業者の数も少なく、 14

社程度でした。これでは組織率からいっても小さいので、この後は会員の獲得に最も力を注ぎました。

こぅして撤ヵではありましたが、役員の方たち|こ 助けられて約 5年ほど在任し、会の発展のためつく

してきたつもりでおります。この間に会員数も大幅に増加し、会としての実力もそなわってきたと思

います。後継者として幸い、住化分析センターの栗山さんという有能の方がおられたので、′(ト ンタ

っチして退きました。

現在では当初と同じ会社に務めていますが、次第に老年に近づき、責任の軽い仕事で気楽に過ごさ

せてもらっています。それにしても思い起こすのは、この公害分析という事業は、資格試験が多いこ

とで、前述の計量士を始め、公害防止管理者、作業環境測定t、 放射線取扱主任者等、これがなくて

は商売に差しっかえるので、止むを得ず資格をとりましたが、そのた0老今60才前後の数年間、音

にかえぅて勉強しました。今でも試験の夢をみることがあります。

-28-
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祝 千環協創立10周年

栗 山 晃太郎 (第 2代会長)

創立 10周年をお迎えになりまして、誠におめてとうごき` まヽす。心から、およるこび申し上げま

す。

協議会の最近の御活躍の状況をうか いゞます と、会員の数は40社をこえ、登録事業者の組織率も

高いとのことでございます。会員の名簿を拝見しますと、各業界のエキス´`― 卜を網雇なさっていら

っしやるので、会員が、目標を定めて、力を合わせ努めれはヽ どんな困難でも解決できるのではない

かと、心強く推察される処でございます。

更に、各種の委員会を設けて、夫 の々テーマ毎に活動を進めていらっしゃるとのことで、県内はも

とより、首都圏の中でも、千葉協のウエィトは、年と共に高くなってゆくものと、御同慶に存じます。

協議会でお作りにな りました「 10年のあゆみ」を拝見しますと、私がお世話になりましたのは、

昭和 53年頃からでごぎいます。当時は、環峙計量証明事業者の数はかなり増えて参ったのでありま

すが、会員は、会の発足当初と余 り変らない状況でございました。このような事態を改善するために、

会員と有志とが、千葉駅の四口にあります前会長の前沢さんの事務所に、何度となく、集っては色々

と相談を重ねたことでございました。

申すまでもなく、計量検定所には、一方ならぬ御指導に与 りまして、色々と御懇切な御意見を賜り

ました。一週間の間に、 2度 も3度もお都魔しまして、お話をうか ゞったこともございました。他県

の環境計量協議会の会則や会報なども手に入れまして、会の規約を修正しまして、計量検定所から、

全面的にパックアップしていた けゞることになりました。

この時点から、登録していらっしゃる方々に協議会への入会をお願いしまして、お蔭様で、殆んど

の会社の方々から御賛同をいた きゞ、昭和54年の総会からは、名実共に、県内の環境計量事業者を

代表する団体となることができました。

ひるがえりまして、会の内部の事情を見ますと、メンパーは、従贅員数名の事業の企業から、1000

人をこえる大会社までにわたる他、計量証明の仕事の実態もさまざまで、協議会としての活動を進め

るに当っての困難な点も数多くございました。しかし、技術の開発、経営基盤の確立、そして、信用

の積み重ねを柱にして、環境計量証明の仕事の重要性を社会に認めて貰うには、立場の違いはあって

も、手を携えて、地歩を築き上げるのが肝要であることには異論がなく、会員の皆様か ら協議会の仕

事に力をかしていたゞくことができました。

千環協ニュースの第 1=は、役員が分担 して手書きしたものを、コピーして、会員にお配 りしたと
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思います。その後、活動の輸が拡がるにつれまして、会員、特に、役員の方々に重荷と、御迷惑をお

かけしましたが、御協力いたゞきましたことは、有難い思い出として、心に残ってお ります。

最近は、委員会の活動の成果を会員に還元していらっしやるようで、クロスチエ_夕 、精度管理、

計量管理などの報告や会員ガイ ドなど、譲に頼もしい限 りでございます。

さらに、計量検定所からは、歴代の所長さん、担当の課長さんから、一方ならぬ御配慮をいた きゞ

まして、誠に、有難いことでごぎいました。その後は、新規登録の際に、協議会を御紹介いた きゞ、

お蔭様で、高い組織率を保つことができて感謝致しております。本口10周年を無事に迎えることが

出来ましたのは本当|_検定所のお蔭だと存 しておる処でございます。

また、会員が協力し合 うにはお互いに、よく知り合 うことが第 1歩 であります。全員が懇談できる

機会を、予算の限 り、多くとり、ソフ トボール大会′0ら有志のゴルフや、趣味の会までも拡げて、会

員相互が、何でも云える、また、何彼につけて助け合えるようになることが、協議会には大切だと感

したことでございました。

とりとめもない昔話を書き綴りまして恐縮ですが、こゝ10年の間に、環境問題も移り変り、産業

公害から都市公害へとも云われております。また、技術の進歩もめざましく、エレクトロニックス、

(́イ オ、新素材などと、それらの発展には日をみはらせるものがごぎいます。世の中の変化は従来に

まして

'く

なるものと存じます。

会員の皆様の御繁栄と、協議会のますますの御発展をお祈り中し上げる次第でございます。
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10周年記念を迎えて

藤 平 泰 万 (第 3代会長)

千葉県環境測定分析業協議会の皆さん、 10周年をお迎えし、お日出とうございます。

記念式共におまなきいただき.,せて感謝状及び記念品を頂戴致しまして厚く御礼中し上げます。

今年は天皇饉下におかれましても、御在位 60周年を迎えられ、非常にお目出たい年であります。

この様にお目出たい年に 10周年を迎えられたことは、尚―層書こば しい事であり、忘れ得ぬ記念式

奥となることと思います。

式典には、沼田県知事さんをはじめ、大勢の行政の方々、メ、関係団体の方々の御出席をいただき、

盛大な式奥となり、改めて千環協の置かれている立場及び責務を痛感致しました。

又、それだけに、後藤会長をはじめ式央の準備に携わられた方々の御苦労も大変なことであったと

思います。

私自身は、千環協にお世話になった期間は 3年半と短 く、まして、会社の都合で会長殿を任期半ば

で群任し、役にも立たず迷惑をかけっばなしでありましたが、千環協を創立し、発展させてきた初代

会長の前沢氏、二代日会長の東山氏及び諸先輩の方々の御苦労も、文並大哲のことではなかったかと、

式共に出席させていただき、思いを新たにし感謝の念に堪えません。

千環協が 10周年を迎え、今後 20周年、 30周年を迎えられるように発展させていくのも、又並

大なのことではないと思います。

その為には、会員の皆様方全員の協力がなければ会は発展してまいりません.是非共、後藤会長を中

心に会員―同一致協力して、千環協を発展させていって下さい。

昨今、存政の動きは緩やかに思えますが、自然環境、生活環境等を大気汚染、水質汚染等からする

には、「 より正確に」そして「 より早く」データが得られなけれまなりません。データが正確でなけ

れば適切な対策も議しられません。

故に、千環協に課せられた責務は重大なものであります。その為には、常日頃の技術の研贅が大切

であります。一社では解決しない問題も数社の力を結案すれば、必らず解決するものです。幸い、会

長には、種々の業種の企業がお り、相互に技術の研陵を行えば、相当の技術の蓄積となり、会員全体

のレヘルも向上し、益々信頼を得る、千環協になると思います。

最後になりましためヽ 千環協が益 発々展していきますように (県)計量検定所をはじめ、関係当局

の方々の御指導、御鞭撻を賜わ りますようお願い致します。
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以上、簡単ではございますが、 10同 年記念にあたり感じたことを述べさせていた きゞました。

以 上
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年   表

当協議会の設立から昭和60年度までの活動状況及び当時の国、県の環壕行政の主な動きを一覧と

した。

なお、参加人員等で記録の散逸 している部分は空欄のままとした。

(1)千環協 10年のあゆみ

年度 月 口

625

主 要 事 項

千環協設立総会 (千葉京成ホテ

"初代会長に錫)千葉県環境技術セン
ター前択辰雄氏が就任

理事会 5回 開催

理事会 l回 開催

51

5 2

千環協ニュース%11発行
研修見学会 1口、講演会 2回開催

千環協二.― ス′で2 `。 4発行
第 1回 クロスチエ ,夕分析実施 (Cd.Zn.Cl)
首都圏連絡会の活動に参加し、料金問題につい

て検討、研修見学会 1回 、誇演会 l回 開催
第 1回 くらしと計量展に協贅
分析料金についてアンケー ト調査実施

55 515

1031

128

514

7 7

513
71 4

118

56 千環協‐‐―スκ 5～■,7発行
首都圏業務委員会のメンバーとして水質関係料
金積算基準を作成、単価試算例を会員に配布
研修見学熱 回、講演会 3回 開催
第 2回 くらしと計量展に協賛

5? 通常総会 (殿員会館)

合同委員会 (農業会館)

理事会 6回開催

新春賀詞交換会 (白 治会館)

千環協一 ―ス

`。

8 `10発 行
第 1回 ソフトボール大会実施

首都圏業務委員会のメンパーとして大気、騒音
関係の料金積算基準作成作業を行う
第 2回 クロスチユ′ク 分析実施 (COD)
計ほ証明書の様式統一化に関するアンケー ト調
査実施、精度管理について勉強会実施
研修見学会 11。1、 講演会 1回 開催
第 3回 くらしと計量展に協賛
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1531    1理 事会 2口 、拡大準侑委員会

|  |    13回 開催
~―――■―――――――十一―――      ―

 
―541 6 81通 常総会 (農業会館)

|    1理 事会 3回 、拡大準備委員会
|    13回 開催

通常総会 (徴員会館)

理事会 5回開催

首都圏連絡会はじまる (千葉、東
京、神奈川、埼玉の

`都
県で結成

新春賀詞交換会

通常総会 (酸 員会館)に おいて役
員改選、第 2代会長に爛住化分析
センター栗山晃太郎氏が就任
理事会 6口1開催

各種委員会活動方針検討会
(農業会館)総務、技術、企画の
3委員会発足

|



活 動 実 績
主 要 事 項

年度 月  日

千環協二,― スκ ll～Z13発行

第 2回 ソフトボール大会実施

「千環協業務案内」、「測定分析料金試算資料」

「会員ガイ ド」を作成し官公庁にPR
首都圏業務委員会のメンメーとして大気、騒音

関係の料金積算基準作成、単価試算作業を行う

大気関係の積算基準資料を会員に配布

第 3ロ クロスチエツク分析実施 (全 ツン)

第 4回 クロスチエツタ分析実施 〈全窒素)

計量管理についてアンケー ト調査を行い、計量

証明書の様式を検討

COD計 ― CODnn手 分析の換算式をまと

め、資料を会員に配布

研修見学会 1日、講演会 1回開催

第 4回 くらしと計量展に協賛

通常総会 (白 治会館)

合同委員会 (職 員会館)

業務委員会が発足し4委 員会とな

る。理事会 7回 開催

技術委員会W.C成 果発表会

(戦員会館)

新春賀詞交換会 (白 治会館)

1128

1.19

421
615

58

59 千環協‐・ ―ス″。14～И 16発行

第 31●1ソ フトネール大会実施

59年度版「測定分析料金試算資料」、「会員

ガイ ド」を作成し官公庁にPR
会員間の機器貸借、経営管理指標、及び協 口,組

合結成の可否について検討

首都圏業務委員会のメンパーとして料金積算基

準′成 ,業 を行い「料金積算基準・騒音編第 1

版」を会員に配布

第 5回 クロスチエツク分析実施 (全 リン梅 洋

観測指金1法 )

「計量証明書作成要領・水質編」を作成

「計量.[明 における報告下限イ直と有効桁数・水

質・産廃・底質編」を作成

実務者による′`ネルディスカ,シ ョン開催

(テ ーマ :BOD分 析、賊員会館)

研修見学会 1回、議演会 1回 開催

第 51。1く らしと訂量展に協贅

1129

122

429
a 8

通常総会 (白 治会館)

合同委員会 (職 員会館)

理事会 7回開催

技術委員会W.G成 果発表会

(自 治会館)

新春賀詞交換会 (自 治会館)

千環協 ‐・ ―ス″

`17～

%i19発行

第 41●1ソ フ トボール大会実施

首都圏業務委員会の メンメーとして「料金積算

資料・騒音編第 2版を発行すると共に水質関係

料金積算基準作成の為アンケー ト調査 を実施

60年度版「測定分析料金試算資料」、「会員

ガイ ド」 を作成し官公庁にPR
機器貸借、労務管理状況等についてアンケー ト

調査を実施

12 3

423

C12

129

通常総会 (自 治会館)Iこ おいて役

員改選、第 3代会長に1神 日軽技研

分析センター藤平泰万氏が就任

合同委員会 〈自治会館)

理事会 7回開催

技術委員会W.G成 果発表会

(殿員会館)

新春賀詞交換会 (自 治会館)

60

●
●
、
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年度 月   日 主 要 事 項 活   動   実  績

第6回 クロスチエック分析実施 (鉛、全クロム)

第 1回 ～ 5回 までのクロスチエ"ク 結果を小冊

子にまとめ、会員及び官公庁に配布

「計量証明書作成要領・大気編」を作成

「計量証明における報告下限値と有効

桁数・大気編」を作成

実務者による´`ネルデイスカ ,シ ョン開催

(テ ーマ :水溶液中の鉛及び●クロム分析、職

員会館)

研修見学会 2回、講演会 1回 開催

●

② 研修 見学 会

「

年度 月  日 見  学  先 講 師

県水質保全研究所

県下水道管理事務所

第 2本質
研究室長

'1島

信二氏

演   題

BOD測 定法の諸問
題について

参加
人員

摘 要

54 1025 24

55 711

1024

県公書研究所

県水産試験場

所  長 椙村 茂氏

菫
1研
資 '藤道生氏

第4研究
室  長

鈴木将夫氏

全
害研

費 高橘哲夫氏

県公害研究所の概要

環境測定 と紛 じんサ
ン′ ,ン グ及びその
処理法

発生源の測定分析の

問題点 ― ばい じん
の粒度分布と硫酸 ミ
ス トの補正な ど

県下の漁場 と環鄭 .,

題について

34

20

56 39ヽ-10 新曰鉄い君津製鉄所 17 曰環協関東
支部と共催

57 11 2 県水質保全研究所 技  節 平間幸雄氏
工場琲本試験方法 J

Igく0102司女i[:と口感こ点

バイオテ クノロジー
について

27

58 11.16 キ,コ ーマ ン憫
本社工場

企画管理
室  長 杉本 洋氏 21

59 1121 国立公書研究所
霞ケ浦臨湖実験施設

15

60 927

123

セイコー電子■:業ω
高嫁事業所

国立公害研究所

公害資源研究所

主  任 高橋純―氏

ブラズマ発光分析装
置における測定の白
動化について

各種物理分析機器、
大型大気拡議 洵実験

分析装置・精蓄積型
活性汚泥・水質7‐ 濁
水理モデル

26

27
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0講 演 会

年度 月  日 会 場 議 師 演 題
参加
人 員

54 1128 県農業会館
県織 定所
検査第2課長

藤代 渡氏 計量法について 22

技   師 岡村達彦氏

水質保全課 口村成男氏

立入 り検査を受ける場合α 曽駕 執 こ‐

'ヽ
て

214 県職員会館

県環境行政の滉状と展望について 26

生活環境課 和田義之氏

55 128 本質保全謀
主   幹

田村成男氏 千葉県におけるCOD総 長規制について

大気保全課
課 長 補五

布確甚之輔氏

千葉大教授 黒田六郎氏

靱 日立
製作所

小泉英明氏

環境調整課
主   幹

戸回良夫氏

大気汚染の現況と課題について

56 416 県農大会館 微量分析法の進歩

1120 県殴員会館 偏光ゼーマン原子吸光光度計の自動化

千葉県環境影響評価について

千葉県の廃棄物処理体スについて

1.20 県戦員会館

生活環境課
主  幹

池田直樹1(

57 l18 県自治会館
水質保全課
課 長補 佐

和田義之氏 県下の漑沼、河川に関す る環境 上の課題

県下の大気保全の対策に関する課題

県下の大気汚染の現状と課題

県下の本質汚濁の現状と課題

大気保全課
課 長 補 佐

小関光二氏

58 l19 県白治会館
大気保全課
課長 補 , 小関光二氏 24

螢曇:螺ま透稗円裕文氏
生活環境課
課 長 捕 佐

中川和義氏 県 ドの廃棄物の現状 と課題

59 122 県自治会館
大気保全課
課 長補 佐

木津利短氏

水
課鑽11ま證 稗田裕文氏

県 ドの大気汚染の現状と課題

県下の本質汚濁の現状と課題

県下の廃案物の現状と課題
牛活環境課
課 長補 佐

中川和義氏

大気保全課
主   査

斎藤雄二氏

本質保全課
■   査

斉藤哲央氏

生活環境課
課 長補 佐

森山茂男氏

60 129 県自治会館 県 ドの大気

"染
の現状 と課題 5 8

県下の水質汚濁の現状と課題

県 ドの廃棄物の現状と課題

-3(3-
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(4)環 境 年表

|

昭和年月

51 6

9

国

喉 動規制法」の制定、公布

悪臭物質に二硫化 メチル、アセ トアル

デヒト、スチレンが追加され 8物質と

なった。

硫責酸化物に係るK値規制の強化。

5: 1

3

4

6

7

3

12

航空機騒音防止法に基づく第 1種地域

,を指定 (成 田空港周辺地域)

水質調査船「 きよすみ」 (総 トン数

4“ t)建造

「千葉県新総合5か年計画」(51ヽ 55

年度)策定

廃棄物対策課を「生活環壕課」に改称

勝浦海中公園整備事業を開始

「市川市等におけるタロム鉱さい凛立

地の環境汚染対策に関する基本方針及

び環壕汚染防止対策実施要領」制定

県内企業12社 と公害防止協定を締結

「大気汚染監視センター」設置

SOxに係る総量削減:1画 の策定及び

総量規制基準等を県告示

(5110■ 施行)

「水質汚濁防IL法に基づき排水基準を

定める条例」一部改正 (5211施行)

52 4

ll

悪臭防11法に基づく追加 3物質に係る

規制基準を県告示

「環境浄化推進県民運動」開始

振動規制法に基づき規制地域、規制基

準等を県告ネ (531.1施 行)

〈千葉市・市川市等21市町)

騒音規制法に基づき規制地域の拡大等

を県告示 (銚子市)

「千葉県産業廃棄物処理計画」

(53～ 60年度)策定

52 ● 環境庁「環境保全長期計画」を策定

53 5

8

「新東京国際空港」 (成田空港)開港

航空機騒音に係る環境基準の地域類型

指定を県告示 (成田空港関係13市町、

羽田空港関係 2市)

53 4

6

7

N02に 係る乗用車の53年度規制実施

水質汚濁防止法の一部改正。 (総量規

制の導入)

N()2に 係る環境基準の改定

54 4

10

12

=酸
化窒素に保る千葉県環境目標値

(004p pΠ )設定

「千葉県し尿浄化槽取扱指導要綱」全

面改正 (54,1施 行)

鳳,千葉県産業廃棄物処理業協会」設立

断 葉県浄化槽検査センター」設立

「千葉県行徳野鳥観察舎」完成

54 6

11
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東京湾、伊勢湾及び瀬戸内海のCODI
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昭和年月 県 昭和年月 国

55 3

4

5

11

12

千葉臨海地域に係る新公害防止計画

(54～ 58年度)策定

県内企業50社 と公害防 IL細 日協定を改

定締結

東京湾に係るCOD総 量削減計画を公

表

「千葉県長期構想」策定

日化ェい六価クロム鉱さいの撤去・封

じ込め措置完了

東京湾に係るCOD総 量規制基準を県

告示 (5571施行)

人気汚染情報テレネンサービスを開始

騒 音規制法及び振動 制法に基づき規

制地域の拡大等を県告示 は 孫子市・

沼南町・富里村・白井町)

勝浦海中公園′,に「海中展望塔」オー

プン

「千驚県環境影響評価の実施に関する

指導要綺」制定 (5661施 行)

55 3

7

10

11

環境庁、「富栄養化対策について」を

公表。政府各省庁に対し擁を令む合成

't剤の使用自粛等に関して要請

米国政府が「西暦 2000年 の地球」

と題する研究調査報告書を発表

「特に水鳥の生息1し として国際的に重

要な湿地に関する条約」が我が国につ

いて発効 (ラ ムサール条約)

聰 減のおそれのある野生動植物の種

の国際取引に関する条約」が我が国に

ついて発効 (ワ シントン条約)

「廃棄物その他物の投棄による海洋汚

染の防止に関する条約」が我が国につ

いて発勁 (ダ ンピング条約)

56 1

′

3

4

千葉県 際 境影響評価審査会」設置

県内企業11社 と地盤沈 ド防止協定をま

定締結

公害研究所に「騒音・振動研究棟」完

成

「千葉県第 2次新総合 5か年計画」

(“ ～ 60年度)策定

56 4

6

12

曰豪渡 り鳥等彙謹協定発勁

曰中渡り鳥等保護協定発効

環境基準、排水基準及び総量規制基準

に係る測定方法並びに産業廃棄物に合

まれる金属等の検定方法 〈環境庁告示)

の一部改正。

57 2

3

4

11

12

「千葉県空き缶

I!][i:][)][

章22[illil:互F暑「
]を[テ署詈::き

]:[1量

l]をまL術指針」
:趙|[[難]][[
['最奨沸r=]1115&11施

行)

57 5

12

大気汚染防止法施行卸 1の一部を改正

(は いしんの排出基準強化)

湖沼の窒素及び燐
`こ

係る環長基準の設

定を告示
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千葉 県計量検 定所

千葉県環覧測定分析業協議会の創立 10周年記念にあた り同会がどんな時代を背景に活動し発展して

こられたかの参考資料として、千葉県における主な出来事と、計量関係法令の変遷をとりまとめてみま

した。

年 千 葉 県 の ま な で き ごと 訂量関係法令のよみ (概要)

50

年

49年 ・ 計電証明事業に環境計貴が入る

。計髯士の登録区分を創設し一般、環

境の 2区分とした

。環境計量証明事業登録開始

(計量器検定検査令改正)

・ ガラス電極式水素イオン濃度計を検

定及(1型 式承認の対象器種とし、そ

の検定の主体、有効期間等を定めた

50年 ・ 都市対抗野球で電々関東千葉優勝

・全国高蔵野駅大会で習志野高校が優

勝

。公害防止に関する細日協定書が36社

4]工場と締結される

年

(計量法関係手数料金の全画改正〉

(計量法施行令改正)

・環境計量器の使用方法の制限を定め

た

5]

年

５５
　

年

51年 (計量器検定校査令改正)

・ 非分散型赤外線式濃度計を検定及び

型式承認の対象とした

53年 (計量法第 16次改正)

・基本単位に物質量 (モ ル)を追加、

誘導単位に電気のコングクタンス等

を追加

・ 流速計、流量計を計量器として追加

(言糧 法関係、手数料金の改正)

(計量法施行今改正)

・ 磁気式濃度計、放射線式濃度計を計

量器に追加

千葉県計量行政 10年の変遷

51年  ・ 千葉県新総合 6ケ 年計画が策定

・稲毛人工海浜がオープン

52年

53年

・ 千葉都市モノレール素奏決まる

・新空港にそなえ、騒音測定実施

¨心身障害者職栞センター開設

・ 県内企業倒産史上最高

・ 新東京国深空港 (成田)開港

・ 富津沖埋立工事着手

・ 武蔵野線が開通

-40-
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年 千 葉 県 の 主 なで きご と 計量関係法令の歩み (概要)

5]

年

５５
　
　
年

54年 ・ 6都市首脳会議発足

・千葉=● ―タウン入居開始

・米軍柏通信所跡地全面返還

・ 北千葉ム城水道給水開始

55年 ・冷夏により、農作物に被告甚大

・千葉県長期構想を公表

・千葉県救急医逍センター完成

・長生都市広域水道が給水を開始

・千葉港 L半 期輸入額で全国―

・ 東京ディズニーランド起工式

54年 (計量器検定検査今故■)

・ ひょう量30K,以 下の電気番抗線式は

か りを検定対象に追加

・ ガソツン員器 (口 径 5"以下)、 ア

ネロイ ド型圧力計 (2040ゆ f´ ol′

以
~め

|こ ついての検定対象の拡大

(基準器検査令改正)

・ タキツーメーター用基準器、基準面

積板、液体メータ月基準タンタの基

準器検査の主体を都道府県知事に変

更

(計量法施行令改正)

●ジルコ‐ア式酸素濃度計、磁気式酸

素濃度計について使用方法の制限を

定める

(副 量器検定検査今改正)

・電気式タキシーメーター、光電式は

か り、電気式アネロイ ド型血圧計の

型式式承認の開始

・ シレコ‐ア式酸素濃度計、磁気式酸素

濃度計、振動 レヘル計の検定開始

55年

56年 (計量関係手数料金改正)

・検定検査の手数料を合め全面的改正

57年 (計量法第17次 改正)

・特殊容器製造事業者の指定有効期間

を3年から5年ヘ

58年 (|1電法第18次改正)

・特殊容器製造事業者の指定を外国ま

“
　

　

年

■
　

　

年

56年

57年

53年

・千葉県立衛生短期大学開技

・四街道、浦安市制施行

・千葉 ツ′ヽビツティーションセンター

がオープン

・千葉県第 2次新総合 5ケ 年計画が策

定されスタート

・ 東総月水事業完成

・ 国鉄総武線津田沼、千葉間復 線々化

完成

千̈葉都市モノレール部建設に着手

・ 印藩沼、手女沼本質管理計画策定

・千葉県我培漁業センターがオープン

・東京湾横断道路が国の第 9次道路整

備 5ケ 年計画案に盛り込まれる

・ 国鉄常磐線、我係子・ 取手間の複々

線化工事完成

。日立歴史民俗博物館が佐倉市にオー

プン

「

彙

う

険

そ

ヒ

び

計

等

　

　

加
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年 千 葉 県 の 主 な で きご と 計量関係法令の歩み 〈概要)

56

年

“
　

　

年

・ 東京ディズ‐― ラン ドが浦安市にオ

ープン

・ 成田空港の燃料輸送用

′`イプライ ン完成

・ 県人 口500万 人突破

で拡大

(計量法施行令改正)

・ 電覆式はか りが計量霊 として追加

・ 家庭用はか りを販売事業登録の対象

計量器か ら削除

〈計量器検定検査令改正)

・ 電気抵抗線式はかりであって特定大

型はか りについては、検定対象器種

として追加

・特定大型はか りの検定公差の変更

・ 都市 ガスメーターの検定有効期間の

延長 (7年-10年 )

(注)特定大型はか り

ひ ■う量が 2tを超 えるはか りで、

だで表 した載せ台の面積を、 tで表

したひょう量の値で除したものが 6

分の 1を超えるもの

(基準器検査令改正)

・ 基準湿式ガスメーターで、 1回 転20

″以下のものが都道府県知事の検査

になる

〈その他)

4月 1日 より特定市として松戸市が

指定される

５９

年

‘

６０

年

59年
 :早質量:菅

]t][11]唇通・ 千葉ニュー′

60年  ・千葉市動物公園、開園

・ 放送大学、開校

59年 〈計量法施行規則改正)

・特殊容器の型式の 1部変更

60年 ・ 日本たばこ産業い及び日本電信電話

いの民間化により指定事業場の指定

権限が国から都道府県に委議
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千環協の組織 と事業活動

1.組織図

2 事業 内容

当協議会は、主として次の事業を実施しておりますが、その活動方法は全会員が四つの委員会のい

づれかに所属し、全員参加ですすめております。

1. 総務委員会

(1)会報の発行及び各種情報の提供

(2 くらしと計量展へ共賛参加

(3, 会員従業員を含むレクリェーション行事の開催

2 業務委員会

(1)会員ガイ ドの発行 (会 員事業所毎の人員、設備、証明分野、業務実績等の紹介)

② 測定・分析料金の検討及び試算

0 会員の事業実態の打握とまとめ

(4)関係団体との交流窓口 (口 環協・首都圏理協連)

3 技術委員会

(1)ク ロスチェッタ分析の実施

長会

理

企画 委 員会

クロスチェ ッタ

グルー プ
理
ブ

常

一

度

ル

精

グ
理
ブ

管

一

量

ル

計
′
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(2)定量限界値の統一等の研究

(3)計量証明書の様式等の検討

(4)技術研究発表会の開催

4 企画委員会

(1)研修見学会、講演会の開催

(2)実務者メネルディスカゥションの開催

' 
中央団体等 との関係

社団法人 日本環境測定分析協会に加入、共催事業を実施するほか、各種事業に参加、及び浙技術

等の情報提供を受けており、本会からは理事 1名 を送っております。

また、近隣協議会 (東京・ 神奈川・埼玉)と は、首都圏環境計量協議会連絡会を組織し、各種事業

に参画してお ります。
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現  役  員

会  長   後  藤 食

“

副 会 長   鈴  木  幸  夫

(14,環 境 管 理 セ ン タ ー

麟,日 軽 技 研

習 和 産 業 的

環境 エ ンジ ニア リン′鶴

セ イ コ ー 電 子 工 業 的

"住
化 分析 セ ンター

い 永山環 境 科学 研究 所

+rf -, ,' ^ 
tna

″  茂 木 義 資

理 事  尾 花 貞 美

″  平 野 保 昭

″  村 石 勝 良

″         小   谷   :辛‐   貝1

監 事  永 山 瑞 男

″  下 野 輝 美
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会 員 名 簿

ト

備 考

0

Ｃ

　

　

　

Ｃ

品質管理課

岡 崎 成 美 O

O 0

理事

O

0

C O

会長

後藤―虫|'

会  員  名
1  

連 絡 場 所 連絡担当者

旭  `肖  子

丁

参与 I:場 長

場

修

工
も
甲

い
葉
出

市原 1「 ユ「丼海岸 10(〒 290)

曇 0436-23-3149
品質保証課

橋 本 俊 大

い  飯 塚

環境技術研究所

代表取締役 飯 塚  貴之

松F市紙敷 669(〒 271)

3 0473 91-1156

,「 長

人 坪 光 作

イ カ リ消 毒 い

岱表lIR締

賃色健
研
窓意

千葉市千葉寺町 579(〒 280)

短, 0472-64-0125

課 長

浦   明

1し 光 興 産 い

楊1務取締賃 it製 堪露
市原市姉崎海岸 2-1(〒 299‐,1)

彗 0436 61-1215

い 上 総 環境 調査

セ ン タ ー

イヽ表取締役 浜日 康雄

本更津市潮見 4-16 2(〒 292)

懸, 0438-36 5001
主 任

車 場 裕 滋

川鉄テクノリサーチい
総合検査・ 分析センター

千 葉 事 業 所
取締役所長 遠 藤  方秀

千葉市川崎町 1(〒 260)

01よ  0472 62 2313 中 川  孝

\Hl*a '/ ) =7 t) , , $A 君津市君津 1(〒 299-11)

鸞 0439-52- 3810
分析課長

平 野 保 昭専務取締役
オI津 支 店

日 中  ■,一

い環境管理センター

織
大取締

賃 水 落  陽 典

千葉|1稲荷町 71(〒 260) 所 長

保 坂 類 紀00472-65-2804

ffi)frl*ar t o-iv
千葉市宮崎町 180-4(〒 280,

で,0472-65-2261
環境保全課長

IL崎 勝 征代表取締役
セ ンター

松 尾  人 邑 0

い環境測定センター

発
表取締

貸 小 野  央 敏

千葉市検見川町 3-1953御園生 ビル 代表取締役社長

く¬・ 281)00472-74-1031
2F

小 野 英 敏

+憤

][千1ttrン嘉1‐(1・
IIt,_.■,,I

野田市野田 350(〒 278)

響ζ 0471-23 5080 池 田 孝 作

い建設技術研究所

応 用 計 』1生
室   長 斉 藤  秀 晴

柏市明原 1 2 6(〒 277)

1ヽ 0471-44 3106 岩 熊 真 起

市原市出津 7-8(〒 290)

博置 0436-21-4871

公害計器サービスい

岱
表取締

貨 佐 藤  政 雄

副社長

人 健 祥 松

副会長O

0

Ｃ
　
　
　
Ｃ
　
　
　
Ｏ
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濃度 騒 ど
備 考

ハ  員  名

榊産業公害・ 医学研究所

岱
表取締

貨 山下  欣

昭和軽金属い 千葉事業所

所   長 杉 山 桂―

東京都中央区日本橋宝町 2 1-1
(二丼本館 6r)

(〒・ 103)管 03- 246  8085

習志野市東習志野7-1lC〒 275)

10 0474-77 530(:)

連 絡 場 所

習 和 産 業 い

代表取締役 柴 田勝 次 郎

市原市八幡江岸通 3(〒 290)

■:0436-41-5111

技術部長

佐 々木 直 久

環境管理センター

長

尾 花  貞 美

技術課長補佐

■ ,|1 洋志

事業区分
連絡担当者

分析室長

壇 丼  修 ―

い新□化環境エンジエアリ
ング君津事業部

君津事業部長 山本 吉彦

い住化分析センター

千葉営業所

所   長 小 谷  ●則

■津郡袖ケ満町北■ 9-1
(〒 299-{12)00438-62-1105

市川市二俣新町 17(〒 272)

で, 0473-27-4517

君津市君津 1(〒 299-11)

預慇 0439-55-2709

神鋼杉 国製線い

岱
表取締

貸 杉 田 光 治

環境:|■ |:

鈴 木

次  長

印 丸  敦 士

エ
ロ

分析課長

il川  五朗

住友金属鉱山い中央研究所

弩央癖究所賃
小野

‐
長城

市川市中国分 3-18-5(〒 272)

で, 0473-72-7221

住友 セメン トロ

環境技術セ ンター

所   長  口 代  芳 文

船橋市豊富町 585(〒 274)

短, 0474 57-0181

セイコー電子工業
"

取 締 役  中山  智 次

理 事

理 事

理 事

O

0

0

O

O

O 0

0

〇
　
一　
　
〇

本 田  優

材料技術課長

村 石  勝 良

所  長

斎 藤 志 司 男 O

代表取締役

高野  `之 0

O妙 中 希 見 男

i和

松月市高塚新日 563(〒 271)

麺: 0473 92 2121内名泉 2637

い筈興社
代表取締役
社   長

千葉事業所

川 」ヒ 宗 夫

浦安市富士見 1-3-14(〒 272-Ю l)

て

' 0473-54-6621
松戸市樋野L1616(〒 271)

爾置 0473 63-4985

茂原市大芝 452(〒 297)

衝 0475-24-0140

いダイワ 千葉研究所
代表取締役 .1.+
社   長  山 い́

"総
合環境分析研究所

代表取締役 高野  俊之

妙 中 鉱 業 い
総合分析センター

岱
表取締

貨 妙 中 定 美

東金市家徳 238-3(〒 283)

lξ  04755- 8 5221 菅谷  光 夫
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0

O

0

0

事業区分
会  員  名 連 絡 場 所 連絡担当者 備 考

濃度 騒音

財,千葉県環境技術センター

理 事 長  石原  耕 牛

市原市五井南海岸 3(〒 290)
丸善石油化学い千葉 1_場 内

彗 0436 23-2618(直 )

.検査部長

石サ|1 博哉 O

“

」千葉県浄化槽協会

理 事 長 株木  寒 吉

千葉||〕 中央港 1-11 1(〒 260) 水質検査室長

鬱, 0472-46-2355 鈴木  キ冷 O

中外テクノスい関東営業所

所   長 下 型′ 輝 美

千葉市黒鳳 -14-9(〒 281)

00472-43-3511

営業係長

中 村 2

一　

　

〇 監 事

n東京化学分析センター

,表
取締

賃  森 本  長 正

市原市五丼南海岸45(〒 290)

11, 0436 21-1441 石 丼  清 人 O

東京公吉防止い

岱
表取締

貸
′∫、野 次 男

東京都千代 m区神田和泉町1-10-1
代表取締役社長

広瀬 ビル θF(〒 101,
1, 03-851  1923 小 野  次 男 0

東ボ道路エ ンジニアい

、
取締‐

1人塚勝美
東京都台東区合夫 1-10-3

エコー秋案原ビ′レ (〒 110)
|, 03 834-0851

環境訳

1 鈴 木  倫 C

東関東道路エンジエア11'

11表
取締
農 待水龍―息F

東京都合東区台東 2-27 7
11土地御従町ビル6F(〒 110)

置 03-835-0130 d」 下  信 秀 O

い水山環境科学研究所

代表取締役 i..
社   長 均`

`コ

鎌 ケ谷市南初富1-336(〒27301)

燿ξ 0474-45-7277

主  任

瑞 男 0=日  秀和 0 O 監 事

〔1広 産 業 い

代表取締役
,■      F
個    ,医

野 々 山光 金

千葉市川崎町 1(〒 260)

置 (,472-66-5526

環境技術センター

業務課長

鈴 木   勲
0

い□軽技研

分析センター船橋支所

支 所 長 鈴 木  幸 夫

船橋市習志野 4 12-2(〒 274)

涵, 0474 77 7646 坂 巻   博 O FII会 長

,」 |1本 工業用水協会

水質分析センター

所   長 岩崎  岩次

市サ|1市南八幡 2-23-1← 272)

量 0473-78-4560

主任技師

川 島 範 男

側口本分析センター

理 事 長  浜 口 博

千葉市山王町 295-3(〒 281)

鬱  0434 23 5325 荒 木   匡

市川市相之川 2-1-21(〒 272-Ю l)

量 0473-58 6」 16

課  長

高梨  ll■ 人

日本廃水技研い 千葉支店

支 店 長 山縣  政雄
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騒青

|

|~
|

|

青 山  唯雄 O

事業区分

会   員   名 連 絡 場 所 連絡世当者 備 考
濃度

□建メンテナンスい

代表取締役  津 島 真之 介

船橋市||1手 1 1-1(〒 273)

衝 0474- 35-5061

取締役営業部長

高 橋 泰治 O

い房総環境技術センター

|1表

取締
賃 大 容  貞夫

茂原市東郷 19001
三井英F化学い内 (〒 297)

衝 0475-22 2727

常務取締役

猿 渡  素矩 O

方沢機工 更部四

岱
表取締

役   丼  省 吾

柏市新―
1余二 17-1(〒 277)

量 0471-31-4121

環
'i分

析センター

敦 賀 拌 久 O

榊環境エンジエアリング

(理学研究所)

所   長 岡本  恭―

市川市田尻 3-4-1(〒 272)

鬱 0473-70-2561

所  長

岡本  恭 ― O

H環境計量技術センター

取締役所長 中 野   弘

浦安市北栄 ■ 151o(〒 272-つ 1)

層じ 0473-54-8081
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広 と
口

この たび 当協 議会創 立 10周 年に あた り記 念 特 集号

の発 行 に際 しま して 日頃お 世話 に な ってい る各 社 よ り

広告 のご賛 同 をい ただ きま した。

ここに、ご紹介いた します と共にお礼申 し上げます。

社   名 掲 載 ペー シ 〈順不同)

つ

ヽ
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和 光 純 薬
和光純薬は世界を見つめ未来を見つめて躍進しています。

・ 一般 試 薬
・ .I奇 密 分析 用 試 菜
・ カ ス ク ロ マ トク ラ フ用 試 菜
・ 環 境 汚 染 物 質 測 定 用 試 案
・ 特 殊 合 成 角 試 薬
・ ,夜体 ク ロ マ トグ ラ フ用 試 薬
・ 原 子 吸 光 分 析 用 試 薬
・ 生 化 学 用 試 莱
・ 特 殊 分析 用 試 葉
・ 各種 輸 入試 薬

・ 臨 床 検 査 用 キ ッ ト
・ 自動 分析 装 置用 試 率
・ 標 準 液 ・ 標 準 血 清

・ 調 製 液

・ 臨 床 検 査 用 機 器 ・ 器 具

0

0

・ ア ソ系 重 合 開 始 剤
・ 液 相 酸 化 触 媒
・ 重 合禁 止 割
・ 反 応 性 モ ノ マ ー

・ 化 粧 品 原 料 薬 品
・ 合 成 繊 維 及 び 合 成

'1,脂

改 質 剤
・ 酸 化 防 止 剤
・ カ ラ ー写 真 現 像 薬 品

・ Iレ ク トロ ニ ク ス関 係 薬 品
・ 合成 原 料 及 び 中 間 体
・ 医 薬 品 原 料

臨 床 検 査 薬

化    成    畠

◎和光純薬工業株式会社
't ft trii,*I{jEEtI3 I0 TIL(06)203 37{rI rE {-sfl+qEn.tE6rI4 i TE L(o3i27o-3s71
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伊勢スは

時代のニーズにお応えします。

営 業 品 目

一 般 試 薬

工 業 薬 品

理 化 学 器 材

販売代理店

和光純薬工業帥

東京化成工業崎

柴 田ハ リオ (欄

伊勢久株式会社

千葉県市原市白金町 1-72
TEL0436-22-2255
FAX0436-22-2257

OA機器・スチール家具

塑曇職文化車
日本タイプライター株式会社

グステットナーリミテッド

株 式 会 社  1ソ  コ ー

千葉県代理店

TEL 0472-63-2711(側
FAX 0472-65-6701

本 店 〒280千葉市院内2-15-13

外薔部 〒aO千葉市末広3-13-5

小売3 〒2田 千葉市■■見2‐ 23-7

超 高 純 度 試 薬
Ultrapur

Reagents
Cica―MERCK

■規格値の一例

lppb以下の不純物

は 。ヽ7ηQ硝   酸
●憫●■

“…鮨 キ

“

‥ ■ 側 ,

L""麟
時

“
哺 Gl)
腱
"{1,u,0■b"● 馴

―
側

―
● )

●轟 ‐ 鮨 |

‐

“

働

“

冑油■L

…

1ロ
購 1国

出

`●口 同

… "り

…

(‐

“

」」(晰 )

― `08"● |^」

ヽ由中 (■●l

ヽ 鮨
・ m

L撻
日 ●● 11)

と m

～
“
"““

Ultrapurの 規格は金属を主として25項 目について設定されており槻 格値

はほとんど全ての項目で.lppb以下におさえられております。

汚染を防ぐ特殊容器

Ultrapurの 品位を保つためには容器からの芳染があってはなりません.

たとえばガラス容器からは多量の Na等が溶け出 してきます。このため、

特殊なテフロ/ビ /に封入 してあ
`,ま

す.

Cat ilo 77700

Cat No 77701

0at Na 77702

Cat No 77703

0at)lo 77704

塩 酸

ふっ化水素酸

硝 酸

過塩素酸

硫 酸

25011ι

250ma

250m′

250mι

250m′

¥20.000

¥40.000

Y20.000

¥40.000

Y20,000

関東化学株式会社 試薬事業本部
103東京都■央区日本橋本町3-7 ∞ (“3),031

541大阪市東区瓦,3丁目 1番地 06(222)27%
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卓上ファーメンター
KヽlJ-5型 (‐ ツワ理化学 )

DOWA鉄粉法排水処理装置
LIP-50A型 (同 和鉱業 )

B

■ネツトワーク
バイオ技術から宇宙開発まで、あらゆる先進分野を、サポートする製品供給体制。

三ツワの多面的な企業力を支えるのは、全国に広がるネツトワークです。

内外のメーカーとの販売提携、技術提携をはじめ多くの有力企業との協力で、先進

企業の技術革新に寄与 しています。

◆主要販売提携先
明 石 製 作 所

イ    ワ    キ

オリエンタル技研工業

◆営業品目

柴 田 科 学 器 械

機

械

特

機

機

ル

電

ベ

洋

イ

〓
一　
・ン

工

子

機

電

空

塚

真

大

器

機

器

器

機さ
い

機

特

機

機

電試

学

学

学

空

斗＊イ

科

科

光

真

材

業
所
所
業
機
業
熱

作
作

産
工
鉱
冷

産
製
製

立
場
沼
立
和
立

製

曰
堀
平
口
同
曰

日

林
本
菱

日

日

三

ポアリミテッド

真 空 技 術

化 成 工 業

バ イ オ 関 連 機 器

環 境 計 測 器

工 業 用 計 測 器

産 業 用 機 械

真 空 理 工

湯 浅 ア イ オ ニ クス

グ ラ フ テ ッ ク

晨L=ツヮ軍男イじ戯二業林バ含私

日 立 理 化 学 機 器 特 約 店

〒260千葉市新千葉2-1-7 第二石橋ビル3-1
1~EE L_(0472)46-0030//1=AX(0472)44-9375
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大気汚染測定器

環 境 計 測 器 分 析 機 器

理 化 学 機 器 計測 制御 機 器

汎星理生皇機器」

〔夏花軍爾設備器具1

あすの技術に奉仕する

基証iL預製作雨
千葉営業所 千葉県市原市姉崎2∞行 地  TEL(0436)61-167,/FAX(0436,62-1027′ 〒299-01

本   社 大阪市東区船起崚 丁 自3番地 TEL(06)942-2371′ FAX(06),42-2709′ 〒540

光 分 析 機 器

水質汚濁測定器 分 離 分 析 機 器

泊
麺

F吉=
0こ

==i
=■

r
口 l

ガ ス 分 析 計

ご ・報 下 さい 。 す ぐ参 上 致 し ます。 50-838水 銀定量用分解装置

“私達の幸せは健康か ら、健康は環境の整備か ら"

環境整備の研究センターの設備は弊社にお任せ下さい。

50-1044 空中浮遊細菌測定器

池本理化工業株式会社Rし 〒113東京都 文京 区本郷 3丁 目25-11
FAXTEし 03(314)1960

電話03(811)大 代表4181
テレックス272-2647R.K:J
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N(0)メい305

重方を椛
エ

N
定

す|

で ,

ノ
OX

する
くi貝」

ダや
燃出鮒トガス用
島津ポータブルNOx分析計

TC)(>500
全 自動システム

実験室用島津全有機炭素計

で
Fl

慎1C0T
κ11度膚■

する

島津単準新

第一科学計測事業部

……研究の基礎から……理化学器機器具まで……

島津製作所代理店

中理化株式会社
千 葉 営 業 所

〒260千 葉 市 神 明 町 200番 地

電話 (0472)41-8348  F A X 0472)41-8330

東 葛 事 務 所
〒277柏 市 明 宗 3丁 目 19番 18号
電話 (0471)44-6113  F A X 0471)44-6143

本社レ和歌山・大阪営業所・奈良営業所
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島津シーケンシャル形高周波プラズマ分析装置

COⅣIRAC丁 &POIⅦ嘔RFUL

iCPS‐500
これまでの高周波プラズマ分析装置 (ICP)

は,イニシャルコストや燃費が多量に力功｀

る高級車のようなものでした。
このICPを,低価格でランニングコストが

少なく,小形でパワフル,しかも簡単なキ
ー操作で,最適分析が完全自動。そんな

シーケンシャル形 ICPを 島津が開発しま

1‐ |‐ |||||||||‐

.羅
鷹 薔 |||||||||||||1華

・  | ● |

,||||||||||1111111111111::||‐
|||‐ |‐ |‐‐‐‐‐‐

||||‐
|‐ |`

した。

鷲 .
t‐ ||‐
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欝
嬌

議

■世界初のPPC(シーケンシャル・プラズマ・パワー・コン

トロール)方式の開発により
●Arガス消費量Z,消費電力名になり(当社比)ラ′ニングコストが格

臓に低減できます.

●測定元素‐ に最適フラズマ温度(2,階)で分析できるため優れ

た積出感度が得られます。

■世界初のソリットステート高周波電
源の装備により

●省エネルギー.長寿令です.

0小さなパワーで.有機溶媒試料の分析がで

きま,「.

検
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■世界初のパVC(オート・ダイノード・ボ
ルテージ・コントロー,い方式の開発
により

●定慢分析はもちろん定量分 |″においても,検

出器感度を全く気にせず操作できます

行機 中   出力08M  出力 ,2kW

t

Q

島津単準着

第二科学計 測事業部
604京都市'I'“区西ノ累桑原町 l (075)823-1236
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島津電子天びん

新製 ロロ

Cコ

>お求めやすい低価格 (86,000円 より)

>高性能 。豊富な周辺機器

>分析から商用までの New EBシ リーズ

がお求めやすい低価格で

誕生いたしました。/

燿轟鰺.

ノ

島津製作所代理店

竹口理化工業林虫曹社

■ ″

299(92)1041 筑 波 0298(55)1031
286(27)0251 111 起 0492(32)6584

ヽ

建錠堕 崚 驚

本社 〒150東 京 都 渋 谷 区 恵 比 寿 西 2-7-5
電話 東京 03-464-4661(大 代表) FAX 03-477-0933

支店電話
藤 沢 0466(23)2525 鹿
小日原 0465(72)0411 字都
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o放射線同位元秦販売業

O計二器販売業

●計i器修理事業

0高圧ガス販売営業

じ医薬品一般販売業

●毒物.劇物一般販売業

0医療用具販売業

0東京都公安委員会許可
機械工具商

株式会社ラ也EEI里イヒ
本   社

八王子支店

三 島 支 店

平 塚 支 店

千 葉 支 店

筑 波 支 店

埼 玉 支 店

横 浜 支 店

藤 枝 支 店

東京都千代田区岩本町 2丁 目15番 12号
〒101 TEL 03 1861 o211、 大代 ,

八 王 子 市 横 山 町 22薔 2号
〒192 TEL 0426(42)0570(代 表 ,

三 島 市 東 本 町 lT曰 15番 6号
〒41, TこL0559(75,0975(代 表リ

平 塚 市 明 石 町 26薔 25号
〒64 TEL0463(21,29741代 表 .

市 原 市 自 全 町 2丁 目 14番 2号
〒290 TEL 0436ヽ 22● 73a代表 ,

土 浦 市 下 高 ■ 2丁 目 6番 27号
〒3∞  TEL 029a 24,2681.代 表 ,

"1越
市 豊 田 新 田 2133-5

〒350 TELЮ 492145,78311代表 ,

横 浜 市 瀬 谷 区 本 郷 2T日 15-1
〒246 TEL04● 30316621.代 表リ

藤 校 市 青 木 3丁 目 9薔 2号
〒4 6 TEL0546.44｀ 5551(代 表 )

t

●特約代理店 0

リ オ ン 株 式 会 社

柴 田 科 学 器 械 工 業 い

東 亜 電 波 工 業 株 式会 社

オリンパス光学工業株式会社

セン トラル科学株式会社

科学機器・計装機器・光学機器

医療機器・計量器・公害測定機器

① 明文館器械興業株式会社

千葉営業所

東京営業所

君津営業所

千 葉 市 都 町 2丁 目 12番 1号
〒 280  80472(31)51211●

東京都文京区本郷 1丁 目25番 5号
〒 113  1B03(815)20251代 ,

君 津 市 西 坂 田 4-1-19
〒299-11 80439(54)7216代 ,

●業務 内容 0

0分 析 用 試 薬

O分 析 用 総 合 機 器

。排 水 処 理 用 薬 品

。工 業 薬 品 全 般

和光純薬工業い代理店

金剛薬品株式会社
千葉営業所

〒260千 葉 市 真 砂 2-24 12
TEヒ 0472(77)32111●

t

コンピュータシステム設計

コンピュータソフ ト開発

例 :漢字ファイルコンバーター

“楽々―EX"

´
=

=17●

瑠
ロヽ

_′
Ｊ口

■
″

■
¨
　
ロ

■
¨
　
日

】ア
■
■
口

′

一　　ロ
サ献

鋪
コンピュータ事業部

〒280千葉市中央 2-3-16
安田東相 ビル 2F
TE L 0472-25-8851

|

|

|

|



パソコンを利用した分析自動化や、検査データー処理の御相談お待ちいたします。

同時を御指定下されば、お同い致します。

☆簡易検査データー自動収集システム (RS232C,CPIB,ア ナログ,パルス,他 )

データー処理は、パートナーデーターベースでグラフ化,分析,統計処理が直接可能。

☆中規模データー自動収集システムは.LANに 実績一番の異機種パソコンと接続

可能なOMNI NETを 使い共有データーベースに収集し、規格の即時判定や任意

端末からデーター処理ができる、拡張性も高い検査データー処理です.

☆作業環境測定報告書処理、特殊インターフェースの製作,計装設備の改良工事、等.

□東邦メンテナス
千葉県市原市五井 5168-1番 地

TEL 0436(22)02431マ イコンショソプリヾ―トナー`

η

つ

理化学用硝子製品

試薬・器械販売

株式会社

東京理化硝子製作所

東京都葛飾区奥戸 4丁 目17-11

TEL 03(396)40811代 ,～ 3番

FAX 03(696)4095

●標準ガス・混合ガス・高純度ガス

半導体各種ガスの販売

(製造元 :製鉄化学工業)

●各種ガス器材の販売

伸東京ガスセンター

〒101東京都千代田区神田司町2-6-3

TEL 03-256-2531～ 4



超純水から排水、スラッジまで .′ Dohrmann

DC-90燃焼式
画期的な フラッシング・ ンステム 採用で

燃焼式で初めて プ`ランク
′′

を無視できまし

た。しかも従来の20倍 の感度で±40ppb達 成.

セラミック燃焼管使用で海水サンプルもルー

チン分析.

DC-80 TOC計同様.マ イクロプロセッサーコ

ントロールにより、オペレー トは誰でも簡単

に行ぇます。UV酸化モジュールの組み合わ

せ も可能.

注入方式はループ又はシリンジ注入どちらで

も選択できます。

ど

0

DC…80UV式
高精度.メ ンテナンス・フリー と発売以来御

好評を得て 5年 frち ました。

現在では.高感度オプンヨン.ス ラ ッジサン

プラー.POC(揮発性有機炭素 )モ ンュール、

プロセス・サンプリング・モジコールとあら

ゆる形態のサンプルやサンプリング方法に対

応できるアクセサ リーが完備。

プロセスタイプ 丁00計
UV酸化方式のこ札モニ

クー計でメンテナンスが

容易で. しか も低価格

00A‐ 1000

●UV敲化/導電■検出

●精度±5ppち

●超イ、lt水 モニ ター111

COA-1000

00A-2000
●UV酸化′NDlR検出

●ボイラー水. l場排本

のモニター

ヽ

フ コ デ ック 彗瑾

薇術研究鮮616o F晃「T聯竃号1=「砲:26卸““
-0811(代

)

會業怪“
60在呂1習ξ臨

『

~4●
0日680W(代 )

新製品
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`~

DC‐ 90型
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DC-80型

科 学 計 測 事 業 部

■■■■
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燃焼式で驚異の精度±40ppb
システムブランク無視
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鹿印 関 東 化
(一般・分析用試薬)は

だ当
¬
「

蜜嚢新星医薬商事

千 葉 市 都 町 1280-1
TEL 0472(31)4522

担当 来 栖 栄 ―

η

¬

手軽 にス ピーデ ィ | ヽ 温湿 度測 定 。
■特 長 ■

●ワンタッチ式 で操作 は簡単です。
●持 ち運 び便利 なポケ ′トサイズで気軽に計測 できます。
●デジタル表示で温湿度 を直読 できます.

OS-006Pパ ソテ リー 1個 で5o時間使用 できます。

■仕
0測 定 範 囲

様 ■
温度

湿度

温度

湿度

-10～ 50℃

20～ 99.9%RH
±0.5℃

±3%RH
●測 定 精 度

小型円筒型センサ

平型センサ

標準セ
ブロー

¥

↓
　
　
∞

■
●

一

ン

フ

‘

¥".∞ 0

_→
強制   .
ファ´付
センサ

¥59.Oα )

●摯、

ヽ

# 
_ヾ

本体
¥39.COO

■臓 型型型堅:_
園 И 嗽会社君―

“

タ
暉 ラ厖蒻萩写蒻

~
・ 東 京

・ 水 戸

・ 千 葉

・ 下 館

■・ 113
〒310
〒る0
〒308

東 京 都 文 京 区 本 郷 2-12-,3
水 戸 市 中 央 2-10-4ニ ュ ー 水 戸 ビ ル

千 葉 市 新 千 葉 2-Ю -4東洋 プ ラ ン トビ ル

下 館 市 大 字 伊 諮 美 字 鬼 ヶ 久 保 1%3-,

r, 03(812)652111)
紀
=0292(24)5001{代

'■,04フ2(46,0701(代 )

2,02962(8)5950代 ,

「

…汐ヽ
漂
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非沸騰式 (Sub¨ bo‖ ing)

超高純度蒸留 〈⊂
透明石英硝子製&テ フロン。製

酸の蒸留

水の蒸留

e円

現在.各分野において.よ り高純度の試薬が要求されています。特に無機酸の純度が重

要視されていますが.これは分析試料の溶解や他の化学的操作、特に半導体関連において

も.そ の必要性は頭者であります。

市販の高純度の無機酸は微菫分析には満足でも、超微量分析には適当ではないようです。

そこで本装置は高純度の試葉を沸騰させることな く、赤外線幅射により表面を蒸発させる

こと(非沸騰式)で .超高純度の試薬を得るものです。
′

―

`

一
●
一
一
¨

ざ

■

石英製

透明石英硝子製

テフロン
"製

水を沸騰させることなく.水の自由表面を.2.7″の赤外線の

幅射にゆだねることにより蒸発させ、同じ装置内の
「

方に配設

させた石英ガラス製の冷却表面 卜において凝縮させ ることによ

り超高純度の蒸溜水を製造する非沸騰式(Sub― boing)の装置

であります .

1.非沸騰式石英性酸蒸留装置により蒸留 した

酸中の不純物分析結果     (単 位:,,m)

2.非沸騰式テフロン酸蒸留装置により蒸

留 した超高純度水分析結果 (単位:,,m)
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環境測定分析用ガラス器具

製作・販売・修理

株式会社

河 野製 作 所

803-897-9225

日立特約店 :日 立電気製品取扱

実験用冷暖房設備設計・施工

株式会社

鈴木電化センタ…

80474-44-0018

ヽ

dヽ

1

印 刷 全 般

東金印刷株式会社

〒283千葉県東金市東金405
電話 0475ユ 2)2859

(豊 海 県 道 フ ミキ リ脇)

|

|

|



|´ )
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0急なプロジェクトの発生

●仕事の増加にともなう機器類の不足

●短期間のみの使用

●購入の事前評価など

●環境関連機器

大気汚染
‐
岐 装置t"● 1唸粒子賜 責)

アンダーセンサンプラー

夫気中窒素酸イt物判定装諷 NOメ計

'大気中―酸イし炭素測定装置

大気中オキツグン判 定装置

大気中非メタン炭化水素測定装置

オゾン濃度計

オゾン発生器

水銀濃度 :|

GMサーベイメータ

ロ射計

放射収支計

風速計

温湿度計

水質,析計

溶存酸素計

導電華計

PHメ ータ

CODメータ

イオンメータ

濁度計

窄奏メータ

i、 P用 分解装置

,歯 分濃度 .|

■■1用 流速計

海羊用流速計

砂面計

全有権炭素計

全有技′ヽログン,lF装置

蓼

=雛

躙働

|
こんな時.オ ツエントのレンタルンステムが.

すべての問題を解決。

電話一本で即納品.そ の日から即戦力として

活躍。レンタル期間はニーズに合わせ10日 間

から設定でき.延長・解約も白山に行なえます.

また.`´ でヽtOき とどいた管理で枝正済.し かも

思わぬトラフラレにも代替品を迅速に発送 .安

心してご利用いただけます。

より合理的で経済性の高い化学・環境分析

。作桑環境・保姜用分析量番

超純水用パーテイクルカウンター

粉塵計
ローホリウムェアーサンプラー

ミドルホリウムエアーサンフラー

′ヽイホリウムエアーサンブラー

co′ 測定機

―酸化炭素測定装置

酸幸欠乏爆 発
"警

報器

可然性 ガス検知器

連続作業用有害ガス検知器

アルコール計

流量計

作業に.オ リエントのレンタル機器をさ利

用ください。

t

■今すぐご連絡ください.

最新版ブライスリストを

お送りいたします。

輌iヽオリ
=コ

ト測器b〕ヨル覇
‐ ご用命は千葉営業所まで T E L 0472(22)ワ 911
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0その他の瀾定薇 験疲器

′ヽ一ティクルカウンタ
ベリウム

'′

―ク・ティテクタ

真空ボンブ

真空計
ハロゲンリークティテクタ
|,― クスタングード

メタスコープ

電気炉
0その他ラボ用

'析
長●
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秋晴れの 10月 24日 、千環協最大のイベントである10月年記念式典が計量検定所の御指導

と会員の皆様の御協力により、滞りなく終了することができましたことを深く御礼申し上げます。

10周年記念特集

'も
諸先輩の玉稿を始め、大八木先生の記念講演 〈要旨)や計量検定所から

の御投稿を頂き記念特集号にふさわしい内容のものにすることができました。関係各位に厚く御

礼申し上げます。

この 10周年を契機として千環協が益 発々展するよう会員の皆様の御健斗を祈ります。

(記念特集号編集委員 :尾花 .荒木 .日窪 .菅谷)
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